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３ 要旨

Pot2 rep-PCR DNAフィンガープリント法を用いて、穂いもち伝染源となる葉いもち病斑部位の解明といも
ち病菌の有効拡散距離について検討した。

(1) Pot2 rep-PCR DNAフィンガープリント法を利用することで、穂いもち発生に大きく影響する葉いもち発
病葉位が上位５葉であり、特に止葉、次葉に発生した病斑が穂いもち伝染源としての役割が大きいこ
とがわかった。

(2) 平成15年の冷害条件下では、通常年では穂いもち伝染源となる可能性が低い下位葉から飛散した
いもち病菌胞子が、穂いもち伝染源となっていたことがわかった。

(3) 異なるフィンガープリントを持ついもち病菌を利用して、葉いもち病斑から穂いもち伝染源となる胞子
がどれくらい飛散するかを調べた結果、その拡散距離はあまり遠くなく、約10ｍ程度であった。
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